
令和３年度　病院事業会計決算の概要

１　営業関係
　　　総収益26億8,428万6千円、総費用26億3,197万8千円で、純利益は5,230万8千円になりました。
　　　内容は、次のとおりです。 （単位：千円・％）

令和３年度 令和２年度 比較増減 伸率
1,472,807 1,482,631 △ 9,824 △ 0.7

610,992 525,678 85,314 16.2
145,769 110,796 34,973 31.6
193,584 190,434 3,150 1.7
62,942 64,756 △ 1,814 △ 2.8

0 6,934 △ 6,934 皆減
7,362 5,981 1,381 23.1

188,299 183,004 5,295 2.9
2,531 5 2,526 50520.0

2,684,286 2,570,219 114,067 4.4

80,581 53,555 27,026 50.5
260,688 258,135 2,553 1.0
485,402 463,895 21,507 4.6
149,887 150,931 △ 1,044 △ 0.7

1,424 1,017 407 40.0
4,263 6,057 △ 1,794 △ 29.6

34,754 37,307 △ 2,553 △ 6.8
8,400 2,700 5,700 211.1

79,307 72,107 7,200 10.0
(b) 4,691 3,958 733 18.5

2,631,978 2,564,255 67,723 2.6
54,468 9,917 44,551 449.2
52,308 5,964 46,344 777.1

２　業務関係
　　　本年度の入院患者延数は40,993人で、前年度比1.5％の増加となりました。
　　　本年度の外来患者延数は67,765人で、前年度比7.0％の増加となりました。
　　　内容は、次のとおりです。

令和３年度 令和２年度 比較増減 伸率(％)
人 40,993 40,388 605 1.5
人 112 111 1 0.9
円 35,928 36,710 △ 782 △ 2.1
人 67,765 63,315 4,450 7.0
人 280 261 19 7.3
円 9,016 8,303 713 8.6

３　施設整備関係
　（１）　三浦市立病院気中開閉器更新工事　外10件

４　医療機器等整備関係
　（１）　三浦市立病院手術室用ジェットウォッシャー超音波洗浄装置　外13件

５　その他
　（１）　累積欠損金（期末）　８億3,530万円
　（２）　医業収益と給与費の割合　　66.2％（　２年度　　67.9％　）
　（３）　医業収益と薬品費の割合　　 3.6％（　２年度 　　5.0％　）
　（４）　一般会計からの繰入金の状況 （単位：千円・％）

令和３年度 令和２年度 比較増減 伸率
176,892 172,171 4,721 2.7

4,128 4,014 114 2.8
12,564 14,249 △ 1,685 △ 11.8
1,647 2,151 △ 504 △ 23.4
3,965 3,853 112 2.9

34,165 33,889 276 0.8
23,165 24,863 △ 1,698 △ 6.8

⑧ 0 6,934 △ 6,934 皆減
128,198 136,602 △ 8,404 △ 6.2
384,724 398,726 △ 14,002 △ 3.5

⑦ 企 業 債 利 息

⑨ 企 業 債 元 金
合 計

他 会 計 補 助 金

④ 研 究 研 修 費

⑤ 共 済 組 合 追 加 費 用

⑥ 年 金 拠 出 金 費 用

③ 医 師 確 保 対 策 費

区　　　　分

入
院

患 者 延 数
１ 日 平 均 患 者 数
１ 日 １ 人 平 均 診 療 費

外
来

患 者 延 数
１ 日 平 均 患 者 数
１ 日 １ 人 平 均 診 療 費

区　　　　分
① 救 急 医 療 費

② 児 童 手 当

当 年 度 純 利 益 (A)-(B)

研 究 研 修 費

医業外
費用

支払利息及び企業債取扱諸費
貸 倒 引 当 金 繰 入 額
そ の 他
特 別 損 失

事 業 費 用 (B)
当 年 度 経 常 利 益 {(A)-(a)}-{(B)-(b)}

0.5
(退職給付引当金繰入額を除く)

1,514,593 7,988

退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額

事 業 収 益 (A)

医
 
業
 
費
 
用

給 与 費
1,522,581

材 料 費
経 費
減 価 償 却 費
資 産 減 耗 費

医業外
収益

他 会 計 負 担 金

長 期 前 受 金 戻 入
そ の 他
特 別 利 益 (a)

他 会 計 補 助 金

区　　　　分

医
業
収
益

入 院 収 益
外 来 収 益
そ の 他 医 業 収 益
他 会 計 負 担 金



1

(1) 1,472,807,481

(2) 610,991,704

(3) 145,769,061

(4) 193,584,000 2,423,152,246

2

(1) 1,603,161,334

(2) 260,687,844

(3) 485,402,425

(4) 149,887,275

(5) 1,424,239

(6) 4,262,944 2,504,826,061

81,673,815

3

(1) 7,575

(2) 62,942,000

(3) 7,362,084

(4) 188,290,718 258,602,377

4

(1) 34,754,465

(2) 2,610

(3) 8,400,000

(4) 79,303,874 122,460,949 136,141,428

54,467,613

5

(1) 2,531,000 2,531,000

6

(1) 4,690,595 4,690,595 △ 2,159,595

52,308,018

887,607,421

835,299,403

令 和 ３ 年 度 三 浦 市 病 院 事 業 損 益 計 算 書

（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）

（単位:円）

経 常 利 益

患 者 外 給 食 材 料 費

医 業 収 益

医 業 損 失

研 究 研 修 費

受 取 利 息 配 当 金

資 産 減 耗 費

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

医 業 外 費 用

そ の 他 医 業 外 収 益

当 年 度 純 利 益

長 期 前 受 金 戻 入

特 別 損 失

支払利息及び企業債取扱諸費

当 年 度 未 処 理 欠 損 金

過 年 度 損 益 修 正 損

雑 損 失

医 業 外 収 益

他 会 計 負 担 金

前 年 度 繰 越 欠 損 金

特 別 利 益

そ の 他 特 別 利 益

入 院 収 益

外 来 収 益

そ の 他 医 業 収 益

他 会 計 負 担 金

給 与 費

減 価 償 却 費

材 料 費

医 業 費 用

経 費



1

(1)

イ 34,032,902

ロ 1,986,176,995

△850,778,393 1,135,398,602

ハ 1,813,479,153

△766,466,839 1,047,012,314

ニ 28,678,421

△20,489,849 8,188,572

ホ 1,296,133,342

△1,082,632,912 213,500,430

ヘ 9,732,619

△9,075,154 657,465

ト 4,531,000

△4,403,950 127,050

2,438,917,335

(2)

イ 443,100

443,100

(3)

イ 27,500,000

△12,000,000 15,500,000

15,500,000

2,454,860,435

2

(1) 858,154,595

(2)

イ 384,380,504

△11,243,476 373,137,028

ロ 176,571,667

ハ 134,904,400

684,613,095

(3) 9,875,151

(4) 1,455,330

(5) 1,285,740

1,555,383,911

4,010,244,346

前 払 費 用

そ の 他 流 動 資 産

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

未 収 金

医 業 未 収 金

貸 倒 引 当 金

医 業 外 未 収 金

そ の 他 未 収 金

貯 蔵 品

未 収 金 合 計

長 期 貸 付 金

貸 倒 引 当 金

投資その他の資産合計

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

現 金 預 金

リース資産減価償却累計額

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権

無 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

構 築 物 減 価 償 却 累 計 額

器 械 備 品

器械備品減価償却累計額

車 両

車 両 減 価 償 却 累 計 額

リ ー ス 資 産

土 地

建 物

建 物 減 価 償 却 累 計 額

建 物 附 属 設 備

建物附属設備減価償却累計額

構 築 物

令 和 ３ 年 度 三 浦 市 病 院 事 業 貸 借 対 照 表

（令和４年３月31日）

(単位：円)

資　　　　産　　　　の　　　　部

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産



3
(1)

イ
1,708,850,533

1,708,850,533
(2)

イ 232,438,000
232,438,000

1,941,288,533
4

(1)

イ

205,490,959

205,490,959

(2)

イ 185,738,508

ロ 5,402,200

ハ 89,174,166

280,314,874

(3) 10,099,300

(4)

イ 94,073,000

ロ 16,736,000

110,809,000

(5) 12,899,408

619,613,541

5

(1)

イ 2,310,452

ロ 32,274,571

ハ 176,292,878

ニ 36,643,472

ホ 63,999,217

311,520,590

(2) △204,303,110

107,217,480

2,668,119,554

6

(1) 67,852,672

(2) 2,109,571,523

2,177,424,195

7

(1)

イ 835,299,403

835,299,403

△835,299,403

1,342,124,792

4,010,244,346

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

欠 損 金

当 年 度 未 処 理 欠 損 金

欠 損 金 合 計

資　　　　本　　　　の　　　　部

資 本 金

固 有 資 本 金

繰 入 資 本 金

資 本 金 合 計

剰 余 金

県 補 助 金
市 補 助 金

長 期 前 受 金 合 計

収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

流 動 負 債 合 計

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

受 贈 財 産 評 価 額
寄 附 金
国 庫 補 助 金

前 受 金

引 当 金

賞 与 引 当 金

法 定 福 利 費 引 当 金

引 当 金 合 計

預 り 金

未 払 金

医 業 未 払 金

医 業 外 未 払 金

そ の 他 未 払 金

未 払 金 合 計

流 動 負 債

企 業 債
建 設 改 良 費 等 の 財 源 に

充 て る た め の 企 業 債

企 業 債 合 計

企 業 債 合 計
引 当 金
退 職 給 付 引 当 金

引 当 金 合 計
固 定 負 債 合 計

(単位：円)
負　　　　債　　　　の　　　　部

固 定 負 債
企 業 債
建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債



 

注記 

１ 重要な会計方針 

(1) 資産の評価基準及び評価方法 

 たな卸資産の評価基準及び評価方法 

貯蔵品 先入先出法による原価法 

(2) 固定資産の減価償却の方法 

ア 有形固定資産（リース資産を除く。） 

(ｱ) 減価償却の方法 

定額法 

(ｲ) 主な耐用年数 

建物     10～39年 

建物附属設備 ６～39年 

構築物    10～40年 

器械備品   ３～20年 

車両     ４～６年 

   イ リース資産 

    所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

     自己所有の固定資産に適用する減価償却法と同一の方法による。 

  (3) 引当金の計上方法 

   ア 退職給付引当金 

 職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する

金額を計上している。 

 なお、会計基準変更時差異（378,608,131円）については、平成 26年度から 15年にわ

たり均等額を費用処理している。 

 また、令和３年度末に必要とする金額は 441,761,710円である。 

   イ 賞与引当金 

 職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づ

き、当年度の負担に属する額を計上している。 

   ウ 法定福利費引当金 

 職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における

支出見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。 

   エ 貸倒引当金 

 長期貸付金の返還免除による損失に備えるため、貸付対象者の在職期間による返還免除

予定相当額を計上している。 

また、医業未収金及び医業外未収金の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等

により回収不能見込額を計上している。 

  (4) 消費税及び地方消費税の会計処理 

    消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 



 

 

２ キャッシュ・フロー計算書等関連 

  重要な非資金取引 

 該当なし 

 

３ 貸借対照表関連 

 企業債の償還に係る他会計の負担 

貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して１年以内に償還予定

のものも含む。）のうち、他会計が負担すると見込まれる額は、1,234,760,885円である。  

 

４ その他の注記 

  引当金の取崩し 

   ア 退職給付引当金の取崩し 

当年度において、退職手当として 50,254,944 円を支給するため、退職給付引当金

50,254,944円を使用した。 

   イ 賞与引当金の取崩し 

当年度において、期末手当及び勤勉手当として 228,859,552円を支給するため、賞与引

当金 95,398,000円を使用した。 

   ウ 法定福利費引当金の取崩し 

当年度において、法定福利費として 200,481,084円を支出するため、法定福利費引当金

16,838,000円を使用した。 

   エ 貸倒引当金の取崩し 

当年度において、奨学貸付金返還免除による損失額として 4,800,000円を長期貸付金か

ら減額するため、貸倒引当金 4,800,000円を使用した。 

また、当年度において、診療費等の不納欠損による損失額として 552,040円を医業未収

金から減額するため、貸倒引当金 552,040円を使用した。 



（単位：円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 52,308,018

減価償却費 149,887,275

固定資産除却費 733,072

引当金の増減額（△は減少） 39,675,613

長期前受金戻入額 △8,018,756

受取利息及び受取配当金 △7,575

支払利息 34,754,465

未収金の増減額（△は増加） △4,915,700

未払金の増減額（△は減少） 62,810,551

たな卸資産の増減額（△は増加） △265,535

その他流動資産の増減額（△は増加） △304,040

その他流動負債の増減額（△は減少） 214,950

　小計 326,872,338

利息及び配当金の受取額 7,575

利息の支払額 △34,754,465

業務活動によるキャッシュ・フロー 292,125,448

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △100,841,000

国庫補助金等による収入 7,813,400

貸付けによる支出 △7,200,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △100,227,600

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 101,200,000

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △212,697,901

他会計からの出資による収入 128,198,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 16,700,099

資金増加額（又は減少額） 208,597,947

資金期首残高 649,556,648

資金期末残高 858,154,595

令和３年度  三浦市病院事業キャッシュ・フロー計算書

（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）


